生活衛生豆知識№44

こんなこともあった水による事故
水による事故は大変多くあります。第３８号では「覚えておきたい使用水による事故」でしたが、今号では「特徴があった水による事故」について紹介します。
昭和５３年５月神奈川県津久井郡の小規模水道　　

　　集落内の水道水利用者の約半数が下痢症状を呈した。発症者便、第１水源（湧水）、食堂の給水栓、家庭の冷蔵庫の氷・まな板の拭き取りからベロトキシン産生大腸菌が検出された。ベロトキシンは、1977年6月にカナダのスタブリック氏らが発表した新しい毒素。水道法適用外施設で、塩素滅菌装置は設置されていなかった。水源の汚染経路は不明であった。発症者数４８人。食中毒事件としては扱われていない。腸管出血性大腸菌による事故報告としては国内初と考えられます。

昭和６０年６月埼玉県大里郡の学校給食センター

　　学校給食センターから配食された小中学校等において、児童などが腹痛、下痢などの食中毒症状を呈した。使用水は水道水から直接給水されていた。しかし、施設が老朽していて、漏水を防ぐため補修工事を行ったが、その後も漏水がひどく、制水弁を設置し夜間は制水弁を閉めていた。この夜間断水時に汚水の汚染を受けたものと考えられた。病因物質はカンピロバクター。発症者数3,010人。

平成３年１月福島県郡山市の幼稚園建設現場

昼食時にやかんのお湯でカップラーメン、みそ汁を飲食したところ３０分から１時間位で嘔吐、下痢等の食中毒様の症状を呈した。やかんの残り水から亜硝酸性窒素が 318mg／L検出。給水栓に接続されたホースの先の吐水口空間が無かったために、建設工事で使用されていたコンクリート凍結防止用の亜硝酸ナトリウムが、水道水の不凍栓を閉めた際に、水道管まで逆流したものと推定された。発症者数７人。 
平成８年８月横浜市泉区の保育園
園児が麦茶を飲んだところ、吐き出し、保母が確認のため口に含んだところ、苦味と刺激を感じ、口の中がびりびりした。原因は麦茶が入ったヤカンを蓋せずに陶器の手洗い設備で、流水で冷却したため、ヤカンが浮き上がり殺菌剤容器の下部を押したためであった。病因物質は塩化ベンザルコニウム。被害者は園児１人。食中毒事件としては扱われていない。

平成１０年３月高知県高岡郡の公園

公園へ遠足に行った小学生が吐き気、下痢や腹痛を訴えた。公園の水を水筒で持ち帰った水を飲んだ家族も同様の症状を呈した。公園の飲み水は、1.4Km離れた谷川でせき止めた水を砂ろ過し、ビニールパイプで水のみ場に引いたもので、塩素滅菌をしていなかった。公園管理者は「ご自由にお飲みください」と書いた看板を設置していた。病因物質は病原性大腸菌O86。発症者数３９人。食中毒事件としては扱われていない。

平成１５年７月千葉県木更津市の高校

運動部の生徒だけにロタウイルスの集団発生があった。発症者は体育館に設置されていた冷水器を利用していた。調査の結果、直前に給水管の工事をしており、給水管に亀裂が見つかった。汚水管が６月末に閉塞状態であり貯留していた汚水が土中に漏れだし、給水管の亀裂部分から水道水に混入したのではないかと推定された。発症者数４７人。

平成１８年９月宮城県大崎市の家庭

生後2ヶ月の乳児が乳児ボツリヌス症状を呈した。患者便及び井戸水からボツリヌス菌Ａ型毒素遺伝子を検出。自宅内には上水道が配管されていたが、家族の食事は外調理場で調理することが多く、使用水は自家用井戸（滅菌器なし）から供給されていた。井戸水中に芽胞状態で存在したボツリヌス菌が、死滅することなく、ミルクあるいは白湯を介して患者に取り込まれ、発病したと推測された。

＊「水による事故」は、「高度な行政的判断」あるいは「飲食にはあたらないとの見解」などで、食中毒事件として扱われていない事例があります。　　　　　　　　　　　　　2008. 7. 1 　Ｋ.Oikawa









